
6
か
月

9
か
月

1
歳

2
歳

3
歳

4
歳

5
歳

6
歳

7
歳

8
歳

9
歳
10
歳
11
歳
12
歳
13
歳
14
歳
15
歳
16
歳
17
歳
18
歳
19
歳
20
歳

BCG
（25頁参照）

麻しん（はしか）（M）
風しん（R）

（MR・M・R）（27頁参照）

小児の肺炎球菌感染症
（18頁参照）

ヒトパピローマ
ウイルス感染症
（34頁参照）

水痘
（水ぼうそう）
（30頁参照）

ジフテリア（D）・百日せき（P）
破傷風（T）・ポリオ（IPV）
Hib感染症（15、21頁参照）
ジフテリア（D）・百日せき（P）
破傷風（T）・ポリオ（IPV）
（21頁参照）
ジフテリア（D）
破傷風（T）
（21頁参照）

日本脳炎
（31頁参照）

２価または
４価ワクチン

９価ワクチン

第2期
（DT）

初回接種は６日以上、標準的には６日から28日までの間隔をおいて
２回行い、追加接種は初回接種終了後６月以上、標準的にはおお
むね１年を経過した時期に１回行います。

Hib感染症
（15頁参照）

ヒブ

※積極的勧奨差控え期間に接種しなかった平成９～19（1997～2007）
年度生まれの女性は、令和４～６（2022～2024）年度の３年間に
限り、キャッチアップ接種が可能です。38頁参照）

（注）接種間隔の起算日は接種した日の翌日です。接種間隔は法令では日数で定められていますが、たとえば
　　　「１週間の間隔」というのは「１週間後の同じ曜日の日以降」と考えてください。

3
か
月

注1）：DTを第１期に接種する場合は、生後３月からとなります。
注2）：平成7（1995）年4月2日から平成19（2007）年4月1日に生まれ、第1期、第2期の接種を受けられなかった人は、20

歳未満であれば、定期接種として受けることができます。

B型肝炎
（14頁参照）

ロタウイルス
感染症

（12頁参照） 5価経口弱毒生
ロタウイルスワクチン
（5価ワクチン）

経口弱毒生
ヒトロタウイルスワクチン
（1価ワクチン）

2
か
月

3
か
月

4
か
月

5
か
月

6
か
月

7
か
月

8
か
月

1
か
月

（※）：初回接種については、生後２月に至った日から出生14週6日後までの間を標準的な接種期間として接種します。

出
生
14
週

6
日
後

出
生
32
週
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週
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（※）（※）

（※）（※）

※

注）：９価ワクチンの場合、初回接種が15歳未満であれば２回の接種
　　 で完了することができます。

※

注2）

初回接種は20日以上、標準的には20日から56日までの間隔をおいて
３回（DTは２回）行い、追加接種は初回接種終了後６月以上、標準的
には12月から18月までの間隔をおいて１回行います。

第1期
（DPT-IPV・
DPT・DT・IPV）

注1）注1））

注）注））

：予防接種法で定められた対象年齢
：標準的な接種期間
：好ましい接種時期の一例

第1期
DPT-IPV-Hib

定期予防接種（A類疾病）の接種時期一覧
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5　予防接種の計画を立ててみましょう

　国内での患者発生は西日本地域が中心ですが、日本脳炎ウイルスは西日本を中心
として日本全体に分布しています。飼育されているブタにおける日本脳炎の流行は毎
年６月から10月頃まで続きますが、この間に、地域によっては、約 80％以上のブタ
が感染しています。日本脳炎は、以前は小児、学童に多く発生していましたが、予
防接種の普及、環境の変化などで患者数は減少しました。最近では高齢者を中心に
患者が発生していますが、平成 27（2015）年には 10か月児の日本脳炎確定例が千
葉県から報告されています。また、平成 28（2016）年は高齢者を中心に11人の報告
がありました。報告数が年間10人を超えたのは、平成 4（1992）年以降で初めてです。
令和 5（2023）年は 12月 3日時点までに 6人が報告されています。（国立感染症研
究所感染症発生動向調査 IDWR（2023 年第 48週）週報から）
（2）　乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（不活化ワクチン）　
　現在国内で使用されている乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンは、ベロ細胞という
細胞でウイルスを増殖させ、ホルマリンなどでウイルスを殺し（不活化）、精製
したものです。
　医療機関から副反応の疑い例（有害事象）として報告されたうちの重篤症例（報
告者が重篤として判断するもの）の発生頻度は、0.0007% です。（平成 25（2013）
年 4月 1 日から令和 5（2023）年 9月 30 日までの数値。令和 6（2024）年 1月第
100 回厚生科学審議会予防接種 · ワクチン分科会副反応検討部会資料 2-21 から。）
　第１期の定期接種の対象は、生後６月から生後 90月にあるお子さんです。標準的
な接種方法は、３歳に達した時から４歳に達するまでの期間に６日から28日までの
間隔をおいて２回、４歳に達した時から５歳に達するまでの期間に1回接種を行いま
す。また、第２期の定期接種の対象は、９歳以上13歳未満のお子さんです。標準的
な接種方法は、９歳に達した時から10歳に達するまでの期間に１回接種を行います。
（3）　接種時期
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日本脳炎 初回接種は6日以上、標準的には6日から28日までの間隔を初回接種は6日以上、標準的には6日から28日までの間隔を
おいて2回行い、追加接種は初回接種終了後6月以上、標準おいて2回行い、追加接種は初回接種終了後6月以上、標準
的にはおおむね1年を経過した時期に1回行います。的にはおおむね1年を経過した時期に1回行います。

初回接種は6日以上、標準的には6日から28日までの間隔を
おいて2回行い、追加接種は初回接種終了後6月以上、標準
的にはおおむね1年を経過した時期に1回行います。

注）：平成7（1995）年4月2日から平成19（2007）年4月1日に生まれ、第1期、第2期の接種を受けられなかった
人は、20歳未満であれば、定期接種として受けることができます。

注））

32

7　予防接種の対象となる病気とワクチンについて


